
が
栄
養
失
調
や
環
境
不
備
の
た
め
病
気
に
か
か
り
死
亡
す
る
と

い
う
痛
ま
し
さ
で
あ
っ
た
。

空
腹
に
対
す
る
人
間
の
執
念
は
恐
ろ
し
い
も
の
だ
っ
た
。
あ

る
時
兵
隊
が
屍
衛
兵
に
立
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
兵
隊
は

空
腹
に
耐
え
か
ね
て
死
者
の
目
玉
を
食
べ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

と
も
か
く
私
達
が
い
か
に
寒
さ
と
飢
え
に
耐
え
て
き
た
か
、
読

者
の
皆
様
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

亡
く
な
ら
れ
た
同
僚
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、
筆
を

止
め
る
。

タ
タ
ー
ル
の
丘
、
ヴ
ォ
ル
ガ
の
流
れ
　 

石
川
県
　
荒
川
宏
　 

こ
こ
数
年
来
、
戦
争
に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
人

が
増
え
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

帰
国
後
十
年
ほ
ど
の
間
は
、
時
々
夢
に
う
な
さ
れ
る
こ
と
さ

え
あ
っ
た
抑
留
の
暗
い
残
像
な
ど
、
家
で
も
語
っ
た
こ
と
が
な

い
。
五
十
年
を
経
た
今
日
で
は
、
全
く
茫
漠
と
し
て
忘
却
の
か

な
た
に
押
し
流
さ
れ
て
い
き
つ
つ
あ
る
。
ほ
ん
の
追
憶
に
残
る

断
片
の
中
か
ら
、
そ
の
二
、
三
を
話
そ
う
。

虜
囚
の
悲
哀

昭
和
二
十
年
十
二
月
半
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
チ
ン
の
森
の

連
想
（
将
校
の
大
量
虐
殺
）
に
脅
え
、
ソ
軍
の
コ
ン
ボ
ー
イ

（
護
衛
兵
）
の
強
奪
に
遭
い
な
が
ら
、
辿
り
着
い
た
森
の
中
の

半
洞
窟
の
収
容
所
ラ
ー
ダ
。
着
い
た
夜
す
ぐ
に
バ
ー
ニ
ャ
（
入

浴
場
）
に
引
率
さ
れ
た
。
身
に
着
け
て
い
る
物
全
部
を
針
金
の

輪
に
通
し
て
、
熱
気
消
毒
の
準
備
を
す
る
。

瞬
時
に
冷
え
込
ん
だ
裸
の
一
群
に
、
漸
く
順
番
が
き
て
一
列

に
並
ん
で
控
室
に
飛
び
込
む
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
ら
し
い
勤
務
者

が
、

片
手
に
バ
リ
カ
ン
を
持
っ
て
次
々
と
陰
毛
と
腋
毛
を
刈
る
。

ソ
連
の
シ
ス
ト
ラ
（
看
護
婦
）
が
ジ
ッ
と
監
視
し
て
い
る
。

「
捕
虜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
あ
ー
」
と
、
言
い
し
れ
ぬ
悲
哀

の
実
感
が
胸
に
こ
た
え
た
。

タ
タ
ー
ル
の
丘
を
越
え
て

ダ
モ
イ
（
帰
国
）
か
、
と
の
期
待
は
見
事
に
外
れ
て
、
森
の

収
容
所
か
ら
東
行
し
た
列
車
は
キ
ズ
ネ
ル
の
駅
に
と
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。
エ
ラ
ブ
カ
ま
で
の
七
十
五
キ
ロ
を
昭
和
二
十
一
年
七



月
二
十
二
日
か
ら
三
泊
四
日
で
行
進
さ
せ
ら
れ
た
当
時
の
メ
モ
。

「
延
々
と
続
く
長
い
隊
列
が
、
羊
の
群
れ
の
如
く
野
を
越
え

丘
を
越
え
て
、
蹌
踉
と
し
て
辿
る
。
朝
か
ら
何
も
口
に
し
な
い

身
体
に
、
灼
け
つ
く
よ
う
な
夏
の
陽
が
容
赦
な
く
照
り
つ
け
て

い
た
。
孑
孑
を
吹
い
て
溜
ま
り
水
を
掬
っ
て
飲
む
。
ダ
ダ
ー
ン
と
コ

ン
ボ
ー
イ
が
放
つ
銃
声
が
追
い
立
て
る
。
こ
の
飢
え
に
も
耐
え

よ
う
、
こ
の
渇
き
に
も
耐
え
よ
う
。
し
か
し
、
い
か
に
し
て
も

堪
え
難
い
の
は
、
こ
の
群
れ
に
注
が
れ
る
韃
靼
人
（
タ
タ
ー
ル

人
）
た
ち
の
憐
憫
の
眼
差
し
で
あ
っ
た
。

」

輿
論
会
議

第
九
七
収
容
所
Ｂ
ラ
ー
ゲ
ル
。
将
校
約
五
千
人
。

収
容
所
の
管
理
は
初
め
旧
階
級
が
重
ん
ぜ
ら
れ
た
。
ソ
側
の

こ
れ
に
対
す
る
方
策
は
、
ま
ず
「
肩
章
を
外
せ
」

。
次
い
で
高

級
将
校
に
よ
る
ラ
ー
ゲ
ル
行
政
に
対
す
る
民
主
的
参
加
と
し
て
、

「
民
主
議
会
」
の
結
成
を
そ
そ
の
か
し
て
き
た
。
フ
ァ
シ
ズ
ム

し
か
知
ら
な
い
思
想
的
後
進
国
日
本
の
将
校
に
、
民
主
主
義
の

手
法
を
教
え
て
や
る
と
い
っ
た
感
が
あ
っ
た
。
そ
の
主
旨
は
ご

も
っ
と
も
、
首
席
も
同
意
、
一
般
も
賛
成
し
た
。

そ
こ
で
「
輿
論
会
議
（
ソ
ビ
エ
ー
ト
）

」
が
提
唱
さ
れ
、
各

大
隊
か
ら
一
人
、
中
隊
か
ら
一
人
ず
つ
、
無
記
名
投
票
で
選
挙

さ
れ
た
代
議
員
約
三
十
人
で
構
成
さ
れ
た
。

第
一
回
の
会
議
は
二
十
二
年
二
月
十
一
日
に
招
集
さ
れ
た
。

私
も
選
ば
れ
て
、
出
席
し
た
顔
触
れ
を
見
る
と
、
何
と
大
部
分

が
保
守
反
動
と
目
さ
れ
た
輩
、
即
ち
我
が
党
の
士
で
あ
っ
た
。

選
挙
規
定
、
会
議
の
構
成
、
運
営
に
関
す
る
規
定
が
可
決
さ

れ
、
毎
月
一
回
の
招
集
、
幹
事
会
、
分
科
会
そ
の
他
が
設
置
さ

れ
た
。

従
来
の
首
席
の
管
理
系
統
か
ら
の
独
立
性
も
明
確
に
な
っ

た
。と
こ
ろ
が
問
題
が
あ
っ
た
。
議
長
、
副
議
長
及
び
書
記
長
は

選
挙
と
関
係
な
く
ソ
側
の
任
命
で
あ
っ
た
。

仰
せ
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
彼
等
の
隠
さ

れ
た
〝
意
図
〟
が
あ
っ
た
。
結
局
は
対
ソ
協
力
即
ち
労
働
強
化

の
方
向
へ
の
命
令
遵
守
で
あ
っ
た
。「
無
事
に
帰
国
し
て
祖
国

復
興
を
」
が
我
々
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
き
た
の
も
当
然
で
、

代
議
員
の
一
部
で
密
か
に
協
議
が
重
ね
ら
れ
た
。

第
四
回
会
議
の
席
上
、
緊
急
動
議
と
し
て
神
亮
一
中
尉
が
発

言
し
た
。「
我
々
は
ソ
連
当
局
の
指
導
を
頂
い
た
お
蔭
で
、
初



め
て
民
主
主
義
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

で
い
つ
ま
で
も
議
長
ら
の
任
命
が
あ
る
と
い
う
の
は
納
得
で
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
も
選
挙
で
選
ぶ
方
が
民
主
的
で
あ
り
、
も
う
そ

の
時
期
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
…
…
」

当
惑
し
た
議
長
星
加
軍
医
中
佐
は
暫
時
休
憩
を
宣
し
て
、
陪

席
の
ク
ロ
イ
ツ
ル
女
史
（
政
治
将
校
）
と
別
室
に
移
っ
て
相
談

し
た
。
論
戦
の
二
番
手
は
横
尾
中
尉
、
三
番
手
桜
井
中
尉
…
…

と
準
備
し
て
い
た
が
、
意
外
に
も
一
発
で
こ
の
提
案
は
受
け
入

れ
ら
れ
た
。
あ
ま
り
に
も
簡
単
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
気
負
っ

て
い
た
我
々
は
拍
子
抜
け
の
感
じ
さ
え
し
た
。

後
日
の
臨
時
会
議
で
、
議
長
に
来
間
法
務
少
佐
、
副
議
長
に

志
村
少
尉
、
書
記
長
に
私
が
決
ま
っ
た
。
会
議
は
、
会
を
重
ね

る
毎
に
成
果
を
挙
げ
た
。
ラ
ー
ゲ
ル
生
活
は
次
第
に
秩
序
立
っ

て
、
明
朗
に
な
っ
て
い
っ
た
。
日
常
の
重
大
関
心
事
で
あ
る
労

務
と
給
与
の
分
科
会
も
活
動
し
た
。
対
ソ
交
渉
に
は
、
十
分
調

査
し
た
計
数
的
資
料
に
基
づ
き
、
数
字
に
弱
い
彼
等
を
説
得
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
八
時
間
労
働
と
週
一
回
の
休
日
も
獲
得

し
た
。
七
月
に
入
っ
て
私
は
栄
養
失
調
に
陥
り
、
パ
ン
切
り
工
場
に

転
属
さ
せ
ら
れ
、
書
記
長
役
も
代
議
員
も
退
任
し
た
。
ソ
連
当

局
の
内
偵
書
に
要
注
意
者
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
終
戦
ま
で
軍

司
令
部
に
い
て
情
報
勤
務
に
つ
い
て
い
た
私
が
、
追
及
さ
れ
て

戦
犯
と
な
る
の
を
憂
慮
さ
れ
た
白
川
豊
首
席
（
大
佐
）
が
特
別

措
置
を
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
深
夜
首
席
室
で
、
諄
々

と
自
重
を
促
さ
れ
た
時
の
温
容
は
、
終
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
八
月
に
な
っ
て
帰
還
促
進
の
提
案
が
会
議
に
上
程
さ
れ
た
。

所
内
全
員
の
署
名
を
得
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
首
相
宛
の
帰
還
請
願

書
を
タ
タ
ー
ル
共
和
国
内
務
大
臣
の
手
を
経
て
提
出
す
る
運
び

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
首
相
に
対
し
て
非
礼
で
あ

る
と
直
ち
に
拒
否
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
更
に
、
こ
の
と
こ
ろ
増

大
す
る
労
働
強
化
を
不
当
と
し
て
強
く
反
対
し
た
。

こ
こ
に
お
い
て
輿
論
会
議
は
遂
に
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
来
間
少
佐
以
下
先
輩
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
二
、
三
年

か
ら
十
年
近
く
も
帰
国
が
遅
れ
た
。
幸
い
に
ほ
と
ん
ど
の
方
が

老
齢
な
が
ら
現
在
も
意
気
軒
高
で
あ
る
の
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
。

ウ
ラ
ル
を
越
え
、
遠
く
ヴ
ォ
ル
ガ
の
流
れ
が
、
今
は
恩
讐
を

超
え
て
過
ぎ
去
っ
た
長
い
時
の
移
り
の
遙
け
さ
に
、
茫
々
た
る



記
憶
の
中
の
、
白
い
一
筋
の
一
点
景
と
し
て
残
る
の
み
で
あ
る
。

な
お
、
終
生
忘
れ
得
ぬ
一
事
を
加
え
る
な
ら
、
終
戦
時
、
延

吉
の
第
三
軍
司
令
部
参
謀
部
に
あ
っ
て
情
報
に
勤
務
し
て
い
た

私
が
、
八
月
十
八
日
、
池
谷
参
謀
長
に
同
行
し
て
、
汪
清
に
お

け
る
ソ
軍
二
五
軍
司
令
官
チ
ュ
シ
チ
ャ
コ
フ
大
将
と
の
停
戦
協

定
に
同
席
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

モ
ス
ク
ワ
の
日
本
大
使
館
付
武
官
も
さ
れ
て
ロ
シ
ア
語
の
堪

能
な
池
谷
参
謀
長
の
対
話
の
始
終
は
、
全
く
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ

ン
で
理
解
出
来
な
か
っ
た
が
、
末
席
に
あ
っ
て
唯
々
汗
を
流
す

緊
張
の
一
刻
で
あ
っ
た
。

私
は
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
函
館
に
帰
還
復
員
し
た
が
、
池

谷
参
謀
長
が
三
十
一
年
、
お
元
気
で
舞
鶴
に
帰
還
さ
れ
た
の
は

無
上
の
喜
び
で
あ
っ
た
。

黒
パ
ン
生
活
を
偲
ん
で
　 

石
川
県
　
藤
澤
栄
次
　 

昭
和
十
八
年
九
月
、
戦
局
激
化
に
伴
う
繰
り
上
げ
卒
業
に
よ

り
学
窓
を
巣
立
っ
た
。
既
に
就
職
が
決
定
し
て
い
た
日
本
銀
行

経
理
局
に
十
月
の
一
ヵ
月
間
の
み
勤
務
し
、
十
一
月
一
日
、
現

役
兵
と
し
て
福
井
県
鯖
江
の
中
部
第
八
〇
部
隊
（
歩
兵
第
三
十

六
連
隊
）
に
入
隊
し
た
。
二
十
日
間
の
基
礎
教
育
の
後
渡
満
し
、

東
安
省
密
山
に
駐
屯
の
満
州
第
三
一
〇
八
部
隊
（
満
州
独
立
第

十
五
迫
撃
砲
大
隊
）
に
転
じ
た
。

第
一
期
の
初
年
兵
教
育
終
了
後
に
幹
部
候
補
生
を
志
願
し
、

数
次
の
選
抜
試
験
を
経
て
念
願
の
経
理
部
甲
種
幹
部
候
補
生
と

し
て
、
新
京
陸
軍
経
理
学
校
（
満
州
第
八
一
五
部
隊
・
第
八
期

生
）
へ
入
校
し
た
。

短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
猛
烈
を
極
め
た
教
育
に
耐
え
て
、
昭

和
十
九
年
十
一
月
末
卒
業
し
、
晴
れ
て
経
理
部
見
習
士
官
と
な

り
、
再
び
満
州
東
北
地
方
国
境
地
の
部
隊
に
赴
任
し
、
北
辺
の

警
備
に
若
き
日
の
情
熱
を
傾
注
し
て
い
た
。

運
命
の
日
、
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
は
、
林
口
の
満
州
第
百

三
十
五
師
団
挺
身
大
隊
の
主
計
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
時
に
迎

え
た
の
で
あ
る
。

ソ
連
軍
の
突
然
の
進
攻
に
対
し
、
部
隊
は
直
ち
に
牡
丹
江
東

方
の
愛
河
に
転
じ
て
迎
撃
態
勢
に
入
っ
た
。
間
も
な
く
十
二
日




